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実なの行動
憲愛の寄在
平和に授身

青い空線の出と風

黄色のうなりは

人語の理想文化を表わす。

それらが混然一体調和して

E●8-タリーの理想に向つて

昂って行く姿を示している。 ◎幹事報告 幹事  橋 口 洋 三

1)次 回10月11日 (水)の 例会場は多唐セごう?F。

2)本 日例会後に第 5画理事会を開催します。

3)新 入会昌慣補者のお知らせ

内日 茂 男様  上 方 久 勝様

4)第 4回地区OSE委 員会開催の御案内

5)青 少年交換派遣留学生の派遣先が決定。

鈴 木  な つみさん 一  フ ラジル

小 野  直  美 さん , ア メリカ

和 気  真  実 さん ―  タ イ

6)地 区青少年交換委員会より地区留学生交歓会のご

招待のご案内が来ています。

7)平 成 6年度 米 山記念奨学会の事業報告と多摩市

地域福祉活動計画に関する最終答申を回覧します。

◎米山奨学生の紹介 カ ウンセラー

※奨学生としての感想

皆さんお元気でしたか。私は皆さんのお陰で散刻で

楽しくすごし 無 事に帰りました。5周年記念には是

非参加したかったのですが故郷での都合や仕事の都合

で会lt出来す申し叡ありませんでした。5周年記念お

めでとうございます。私は最初お話した様に研究をし

ております。故刻に帰った時 両 親をはじめ大学の先

生にも会いました。日本での事を両親や先生にお富し

たら ,有難い事です。どうか旨様方によろしくお伝え

下さい。Jと のことでした。私が全ての事に安心して

研究が出来るのも皆様方のお陰とあらためて感謝致し

ます。9F日学校へ行ったら掲示板に米山装学生の募集

が貼つてありました。どうしたら米山奨学生になれる

かと質問も受けました。まじめに勉強じ 勉 強した亭

を社会に還元する事です。と話しました。私は故刻と

日本のかけ橋になれればと考えております。今後共ど

うかよろしくお願t しヽます。

事務局 1東京都多摩市落合131

多摩センターピル7階
丁EL l142ュ?み神67FAX 042372● 491
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第240回 例会報告 oo/4)
(1996年～1996年度第13回伊」会)

◎司会 SAA委 員会   委 員

◎点鐘

◎国歌 「君が代」

萩生回茂夫

◎日―タリーツング「我等の生業」

◎お客様紹介       会 長  萩 竺田茂夫

小西平三郎様 (多摩RC)

宋  ■ 煉様 (米山奨学生)

◎会務報告         会 長  萩 生回茂夫

1 9月 29日調布むらさきの 5周年記念に多数出席ご

き労様でした。

2 細 則検討委員が7名決まりました。

日本 横 倉(完)赤 尾 日 中 遠 藤(二)杉 U」

橋□各委員。

3 森 日会員の出席義務免除の件で12月まで延長が決

定。

4 11月 22日のガバナー訪間に提出するテーマ

0出 席率の向士

0親 睡と奉仕でクラブの和を

O初 めて受け入れた留学生について

5 11月 1日 日 の出8Jコミ捨て場の見字を移動例会

とする。

東京多庫グリーンロータリー・クラブ

会   長 :萩生日茂夫   副 委員長 :進頬翌獣韻け 出崎 光 ―

幹   事 1橋□ 洋 三   委   員  平 野行魔 飯 島お美 根 本泰守
会報委員長 :小jr2 章員        闘 岡複二 械 倉正お 戸 国昭寿

例会場 多 摩そこう?Fバ ンケットルーム

国際ロータリー昴2750地区
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委員会報告

◎ニコニコBOX 雛 活動委員会委員 小 林 和 夫

多摩RC 多 摩市長の指廃で東京環境保

全委員会に出席させて頂いております。

本国の卓話、高野さんよるしくお願いし

ます。

P27 「 女性会員だからこそ幸』

福井フェニックスに現在 8人の女性El―タリア

ンがおられます。

男女平等から共生へそして今時代は共に考え

共に企画に李河する男女参画型社会へと確実に

変わりつつあります。 3年目を迎えた昨今では

時代の先駆けとなって教套豊かな、さわやかで

品位のあるクラフに安定成長するか 女 性を過

小評価することで平等感を保とうとするクラブ

になるが 境 目を迎えているように感じる。

注目すべきことだと思います。

P14 『 罰金に慰朝」

ちょっとした気の様みで近道をしたため 「私は

左右をよく見て安全運転をし だ れにも危害は

加えていない。ただ―瞬 停 車を怠っただけで

ある」それがパトカーに切特を切られてしまっ

た。年は64才。この目つらかつたこと 苦 し

かつたこともたくさんあった力H可とが案り越え

てここまでやってきた。

その私に神様が 「最後まで気を抜かすに有終の

美を飾れ」と こ の交通違反で教えてくれたよ

うな気がする。

私もこの電子に教えられたような気がします。

読書の秋です。どうヤご―読下さい。

小E暉三母様 |

橋El 洋三

伊藤 英 也

伊東  態

村上  久

中山 tB式

北村 章 彦

」t林 和 夫

お暮さん よ うこそ。

会員盗 んの親陸旅行の参加をお願いして。

バースディプレセント認 うこどいました。

結婚記念のお祝い有難うございました。

クラフ奉仕委員会に出席出来す 申 し訳

ありません。

佐伯さん 双 子チャン 記 念写真でおせ

話になりました。村上さん こ の間の話

面白かったよ。

本田合計 金 231000円 本年度黒It 金309,106円

◎出席報告   出 席委員会委員長  海 野 栄 一

会畳継数 54名

出席者数 48名

本日出席率 3889%

9々 0出席率 8333%

◎ 5同年記念事業実行委員会 吉沢 洋 景

藤本 吉 文

ロ メークアップ   5名

大驚 将 夫 (9/29調布6ら さ吉)

城倉 正 博 〈9/29調布さらさき)

口中  宏 (10/4多摩 9/29田布さらさ吉)

小林 和 夫 〈9/29調布もらさき)

閑間 俊 二 (9/29調布むらさき》

① 創立5周年配倉の慰労会の実内。

10月11日 (水)19「 00

京=ブ ラザホテル4F『 樹林』

② 決算の書類がおいましたので 理事会で承認され

次第発表する予定。

口 欠席底出者 6も

伊神  給    石 田 取 昭   風 間 茂 穂

森日 舞 子   新 海涼四郎   戸 日 昭 寿

日―タリー豆知識 日一タリー情報委員会委員   料町葺 舜 三

定款説明という事で、第4条の会合について定期の

会合。非常の場合 又 は正当な理由がある場合の会合

の円き方。

日―タリーの友 雑誌委員会委員  伊 澤ケイ子

今回の安紙は女性の私から見てもとても美しく、ま

た知性的で素備らしいと思います。

今月号のヨ事から紹介します。

お 願  い

日の出町」ミ処理場見学にあたっては現在社

会的に問題になっている事柄に対してクラブ

が園与するものでない事をc~g意 下さい。

◎

◎

10月 18日  (卓富)」ヽ堀 憲助様 (中央大学名誉教授)

「国際ロータリーと0-タ リークラフについて」

10月 22 238 親 睦旅行 (10月258例会振替)

11月  19 移 動例会 (日の出町ゴミ処理場見学)

11月 8日  (卓話)茶井 紀道横 (地区eSE委員長)

「0-タ リー財団について」
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【卓 話 】

「学校、家庭、地域の協力を求めて」

―教育懇設合5年のあゆみ― 弁 護士 高 野 範 城

1 !まじめに

私は1991年 9月の言少年月間に 昭 和55年11月に発

生した金属バット殺人事件と 昭 和63年12月に発生した

女子高生監禁殺人事件を素材にして 「言少年間題と人間の

尊厳」と題して卓露をしました。本国は私共の連光寺

聖ヶ丘地区の言少年間題協議会で 私 が関与してきました

教育窓訣会と子育て宮言の関係について述べてみたいと思

います。

私共の地区では 1990年 12月を第 1回として 本 年ま

で?回の教育想訟会の開催をしてきました。これに4回の

学留会を洵えると11回の教育想詠会になります。今日ま

で 映 画会の400名を加えると延べ1000名ほどの人がこ

の想訟会に参lIした事になります。3□ のテーマは 別 紙

の通りであります。

ところで こ の教育想訣会は 学 校 PTA 地 域の自

治会 保 護ヨ 民 生委員等が協力し合って 毎 口 5 60

名の人々が参tOして開がれているものであtl jLEの親が

中心になっているという意味では 全 国に例がないもので

あります。私はこの教育想談会を小さな地域における大き

な実感と呼んでいます。

2 間 われている父親の役富」

昭和52年10月30t3 家庭内暴力を働き 父 親に殺され

た当日 開 成高校生/」C4んだとされる 「青春を返せ 人 生

を返せ」の言実は 私 達の子育てのあり方に多くの問題提

起をしています。この子どもは小学校の時から家庭教師を

つけられ 日曜日は塾に通い 同 成中学へ大学したとされ

ています。この子どもの16年間は 学 校の勉範と成績が

すべてでありました。中学から高校にかけて成線州申S巡

んだ時 そ の反発を子どもは家庭内 と りわけ母親に暴カ

をもって対抗しました。父親はあまりの家庭内暴力に耐え

かねて つ いに我が子を殺すに至りました。

他方 平 成 4年 6月 4日 東 大卒のインテリの高校教諭

が 33才 の我が子を出刃包丁で殺した事件は 改 めて子

育ての難しさを私達に登く訴えました。この事件は 小

中学校当時は成積がよかった子どもが 県 下の進学校であ

る滴和高校に入学しましたが 中 遠退学し そ の後大検を

うけて立教大学に入学し 4年 まで進級しましたが 結 局

退学した子どもが 器 物を対象とした家庭内察力を働き

父母に暴言をはさ そ れらの事が3き 全となって 夫 婦で

子どもを前述のように殺害したというものです。

前記の二つの事件に共通するのは 受 験と家庭内暮力で

あワ 父 親の思いうまっての我が子への殺唇という点であ

ります。父親が事態の深刻さを聞いた時にはどうしようも

ない状況にあったとの事です。Pl言すれば 子 育ての各段

階 を 段階において 父 母の実たすべき役書」 とりわけ父

親の果たすべき役書!如何という事になろうかと思います。

3 今 日、父親の何が問題か

多くの父親は仕事中心の生活をしているため 子 育ての

事は母親にまかせきりであります。小 中 学校の授業参観

や教師の家庭訪閣 そ して中学から高校進学時の三者面談

を含めて 母 親まかせになっている人が多いのではないか

と言えます。つまり 父 親は地域の事や家庭の事をすべて

母親の 「目とヨ」を通じてしか40らないという事であり

父親独自の情報をもっていないために 子 どもの発達段階

と子どものおかれた実信に涼った子どもの心に響く話し合

いを 父 と子が出来ないという事があります。

後に述べます子育て雪言のアンケートに応えてくれたあ

る父翻ま 「私にとって子育ては 間 われて戸悪う事まか

りです。社会人となった娘の幼稚園 小 学校 中 学校85代

を振り返ってみた時 仕 事の多忙さを理由に母親にまかせ

きりでした。数年前迄は 子 どもの成長に地域や社会がこ

れほど深くかかわっていたとは思いもよらす 自 分の娘が

他人に迷惑をかけず 思 いやりのある娘に育ってくれたら

と 自 らはさしたる努力もせす 他 力本療であった事を恥

じています。その反省の意もこめて 今  微 力ながら地域

の子ども達が少しでも健全に育ってくれるようお手伝いを

したいと思っています。Jと 述べていたのがとても印象に

残っています。そして大切な事は 地 域の子ども達の健全



成長のために大人が尽力する事は 子 どものためばかtlで

な< 大 入自身が地域にネットワークをもつ事に連なると

いう事でもあります。

4 親 子の会話こそ子どものlle全育成の道

子どt_が健全に育つためには 日 常生活における親子の

会話の内容を豊かにし 子 どもの力そが円満に形成され

その成長にあった人悟が作られる事が根本です。そのため

には 親 自身が人生と仕事に真筆な姿勢で望み 夫 婦 親

子の生活体験を豊富にする事がます第一に大切です。家族

の団らんの時間に子どもの発達段階にふさわしい 政 治経

済の話題は勿論 阪 神大震本と老人の孤独な死をめぐる社

会時事問題や オ リックスの倒券を期待する神戸市民など

のスボーツ 盲 薬 映 画などの話題を通じて 子 どもに生

きる喜びを親は日常の会話の中で拙霞させる必要がありま

す。次に 報 は子どもの成長とともに子どもと一緒に歩

み 人 生のパートナーとして子どもに接する事です。学校

や地域の運動会などの行事にをttし 地 域のスポーツ大会

や吉薬会などを子どもと一緒にいわば体験する事によっ

て 親 も子も大勢の知人を地域社会に作り 子 どもと一滝

に自分も成長出来る喜びをた<さ んもつ事が出来 そ の事

が親と子の会話を豊かにするゆえんだと思います。これを

め児期から小学校 中 学 高 校までの段階に至るまで実践

する事が大切であります。これらの努力の連続が子どもの

人格が調和のとれたものとなるゆえんです。このような積

み重ねによって 子 どもも親も地域社会に大勢の知人 友

人をもつ事になり、その人々の愛情によって 子 どもが健

全に成長する事が期待出来る事になります。

私達は戦後 憲 法や教育基本法 児 重憲章や子どもの権

利条約などに示される教育原理や子ども感を法令等のうえ

では確保したものの そ れらの理念を家庭や地域そして学

校にあって日々実践しているかといえば否ではないかと思

います。

家庭において 私 達は日常の仕事に忙殺されて 他 人の

子どもや地域の子どもがのびのびと育つ教育環境の形成発

展に貢献していないのが現状です。女子高生監奈殺人事件

や中野富士見中のいじめ事件、西尾市の大河内君のいじめ

亭作などを見るまでもなく 子 どもは不安な状況にお4jれ

ています。

公立学校において 敷 騎員はややもすると教科の成槙中

心で子どもを見ようとしがちであll 学 間 ス ポーツ 芸

術を合も子どもの高助 の全面発達用花を 小  中 学校を通

じて学年ぐるみ 学 校くるみ そ して父母の力をかtlて地

域ぐるみで実践しようとしていないのが現状です。

いずれにしても私遠大人は子ども達Snに 吉しみ le3を

望んでいるのかさえ真剣に理解しようとしなくなりつつあ

llます。絢旬 子 ども達は 家 庭 地 域 学 校でバラバラ

な子育ての方針と相互の連携のないもとで日々成長してい

ます。これでは子ども達は生きる喜びを味わえす、自分の

存在の大切さも味わえないと思います。ここに 「いじめ」

等の事件が発生する背景の一つがあtlます。これでよいの

か こ のような子供を作りあげているのは私達親の自しい

文化と予育ての指針の不存在ではないのか 親 はもっと

もっと英知を発揮し 親 同士や親と教職員が協力し合う必

要があるのではないかという痛切な反省のうえに生まれた

のが 前 述の教育懇訣会であります。そして親 教 職員

地域の大人の三つの実なる愛情で子どもを育てる事 こ れ

が子育て宣言です。これを地域の大人が一人ひとりよく理

解じ 教 職員が実践する事が 子 どもの健全成長にとても

大切です。

5 お わりに

私達は子育て宣言のような子育てを通じてこそ 我 が国

の子ども達一人ひとりの心の中には 個 人の>ミ と人間の

尊厳を柱とする民主主義の糟神と人間性が根付くと思って

います。

今私達に必要なのは 人 間性を否定する家庭内黒力 校

内暴力 体 罰 い じめ等の一切の晏力を否定し 子 ども達

に生きる力を身につけさせ 自 分がかけがえのない存在で

ある事を自覚させる事です。そして 人 間の尊厳と前述じ

た民キ■義頒 理や制度を家庭 地 域 学 校の子育てにあ

たって一Xひ とりが体得し合い 子 どもの人格を尊重し

相互に励まし合う事ではないかと考えています。子ども達

に対し大人さ名頼出来るものである事 末 来は希望がある

事をしっかりと教えたいと思います。

改めて□―タリーの標語を引用します。まことの手福は

人助けからです。

(今過の担当 平 野 行 康)


